
福岡教育大学紀要，第 55 号，第１分冊，71－81（2006） 

小学校国語科におけるコミュニケーション教育の方向 

A Purpose of communication ability education in elementary school 

 

山 元 悦 子 
 

Etsuko YAMAMOTO 

国語教育講座 

（平成17年９月30日受理） 

 

 

抄録 

小学校国語科におけるコミュニケーション教育は，学習を目的とする学級社会の中で児

童が他者と自己との関係を構築し，社会化 *1していくことを具体的な言語行為の獲得によ

って図っていくことであると考える。また，そこで児童に獲得させたいコミュニケーショ

ン能力は，具体的言語行為（ふるまい）として児童に認知されるレベルで取り出されるも

のでありたい。また，コミュニケーション能力の指導は，すでに準備された内容の指導で

はなく，児童が引き出し発見していく方式で習得されることが望ましい。なぜなら，良い

コミュニケーションのあり方を他者と共に模索・構築していく態度の形成がコミュニケー

ション能力育成の根幹であると考えるからである。 

 

１．「コミュニケーション教育」とこれまでの国語科教育との接点 �

 

国語科教育は何を目指して行われるべきなのか。このことについてはこれまでさまざま

な角度から論じられてきた。例えば，教える対象である＜言語＞についての考察に基づい

て，言語の通じ合い（コミュニケーション）の機能が強調されたこともある。また，言語

の認識・思考を司る機能が注目されたこともあった。また一方で，国語科教育の目標を，

＜言語を用いる主体＞の側から規定する考え方も提唱されてきた。言語行動主体の育成や

豊かな言語生活者を育てるということをスローガンに国語教育を行おうとする立場である。 

近年では，文化審議会国語分科会が「言葉や文字などによって，意志や感情などを伝え

合う『コミュニケーション』を成立させることが最も基本的な国語の役割である」（「これ

からの時代に求められる国語力について」平成15年１月29日）との見解を発表し，コミュ

ニケーション能力を育てることが国語科教育の今後の方向として提案されている。 *2  

                                                   
*1 「社会化」とは，社会秩序維持に貢献するためにすでにある価値規範を内面化するこ 

とではなく，「社会的行為の遂行を潜在的に支えている社会的意味基盤を共同で実現する」

（紅林伸幸「授業コミュニケーションと社会化－国語科授業実践の社会化構造に関する教

育社会学的考察－」東京大学大学院教育学研究科紀要 35巻 1995）すべを身につけるこ

とを指している。ここでは，－学級の構成員がコミュニケーションを通して共同で意味秩 

序を作り上げ，共有していくことを「社会化」ととらえておく。 
*2 そこでは，コミュニケーション能力が，「コミュニケーションの基本を相手の人格や考 

え方を尊重する態度と言葉による『伝え合い』と捉え，言葉によって多様な人間関係を構

築することのできる『人間関係形成能力』，目的と場に応じて『効果的に発表・提示する 

能力』の根幹が『コミュニケーション能力』である」と位置づけられている。 
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このことを我々はどう受けとめればよいのだろうか。国語科教育の方向を，「コミュニ

ケーション教育」の視点から再照射することは，戦後の西尾実の「通じ合い」論に立ち戻

って国語科教育を考えることなのか，それともコミュニケーションスキルの指導を新たな

国語科教育の指導内容として取り込んでいくことを指すのか，言語行動主体の育成という

立場に立って，先に審議会で提案されたようなコミュニケーション能力を持った主体の育

成を目指していけばよいのか。 

今日，国語科教育の領域では，コミュニケーション教育の内容について改めて考察し，

様々な進みうる方向の可能性の中からより適切な道を選び取っていくことが求められてい

るのではないだろうか。 

 

 

２．教育課程全般で行われる「コミュニケーション教育」からみた国語科のコミュニケー

ション教育 

 

「コミュニケーション教育」という概念は，現在様々な内容を指して使われている。例

えば，コミュニケーション能力を対人関係スキルの面から高めようとする立場では，ロー

ルプレイング・アサーション・ソーシャルスキルトレーニング・対人関係ゲームなどを通

してコミュニケーション能力を育てようとする。 *1 

一例を挙げると，有元秀文氏はコミュニケーション能力を育てるためには基本的コミュ

ニケーションスキル（自己表現のスキル・傾聴のスキル・問題解決のスキル・対立解消の

スキル・調停のスキル）を指導すべきだと提案している。 *2 

また，「コミュニケーション教育の課題と展望」（国立教育研究所主催第８・９回教育研

究シンポジウム平成６・７年 開催地青森市・横浜市）のシンポジウムではグローバル化

した社会の中で，国際間でのコミュニケーションを問題にせざるを得なくなったという問

題意識から，登壇者である渡邊寛治氏は国際的に通用するコミュニケーション能力を育成

するためには日本語による論理的表現力の育成を目指した言語技術教育を行うべきだと説

いている。 

教科学習においても，例えば理科教育では，自然認識を育てるためにある問題について

（例えば空気は力をかけると縮むのはなぜか），日常経験に結びつけて話し合うというコ

ミュニケーション活動を通して，実感的な理解をはかり，実践的知識を自らの内に構成し

ていくことを重んじていたり， *3 数学教育でも，数学的知識を子どもたちの話し合いと

いう社会的相互作用を通して子どもたちの内に構成していくという立場から授業を組み立

てることが志向されている。 *4 

さらに，教育課程に広く通底する学び方の方法論としてコミュニケーション活動を取り

入れるという動きも見られる。 *5 そこでいうコミュニケーション活動とは，以下のよう

                                                   
*1 「特集  コミュニケーション力を育てる」『児童心理』2003．10 
*2 「コミュニケーション能力」『国語教育辞典』日本国語教育学会編  2001．８ ｐ182 
*3 森本信也編著『子どものコミュニケーション活動から生まれる新しい理科授業』東洋

館1996 
*4 中原忠男『算数・数学教育における構成的アプローチの研究』聖文社 1995 
*5 山梨県東八代郡御坂西小学校平成１４年度校内研究計画  http://www.w-misakae.re. 

kai.ed.jp/kounaikenn2.htm. 
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に説明されている。 

＜ １）自分の考えを持つ，２）相手に的確に伝える，３）相手の考えをしっかり聞く，

４）相手の考えを受けて自分の考えを広げたり深めたりする，５）広がったり，深まっ

たりした考えを表現する，６）自分を振り返ったり，相手の良さを認めたりする。＞ 

この活動を算数・国語の学習過程に組み込んでいくことで，相手を認め相手とよりよく

関わっていこうとする子どもを育てることを図ろうとしているのである。 

国語科に目を転じれば，国語科の教育内容をコミュニケーション能力の育成の立場から

改めて捉え直す論考は近年数多く産出されている。例えば，「 子どもと創る『国語の授

業』特集コミュニケーション能力を育てる授業」（2001.4）では，コミュニケーション能

力を獲得させるための学習指導の出発点を「少なくとも，従来の型にはまった聞く話す技

能の取り立て指導を抜け出すことから始めなければならない」との問題意識が示され，明

確な目的と具体的な相手に対して語り合う，説明し合う対話・ワークショップ型の学習が

提案されている。コミュニケーション活動が，学習指導の基本スタイルの転換の意味でも

意義づけられているのである。コミュニケーション能力の育成の問題は，教科内容のみな

らず国語科の学習指導スタイルへの問い直しをはらんでいると言えよう。 

また，コミュニケーション活動への注目は，聞く話す領域だけではなく，読むことの学

習においてお互いの考えを交流することが重要視されたり，書くことの学習において双方

向型作文学習が提唱されたりという方向でもなされている。 *1 

そのほか，「伝え合う力」と「コミュニケーション能力」という用語に近似値的ニュア

ンスがあることにより，「伝え合う力」を育てるために単元構成に５つの言語意識 *2を働

かせた学習活動を仕組むという方法論を採ることがすなわち「コミュニケーション能力」

を育てることだと理解されて実践されるという傾向も指摘できる。 

近年，国語科の内容が他教科，特に総合的な学習の時間との関連において再検討される

ようになったことも見逃せない。総合の時間で必要性が改めて確認された基礎的言語能力

を国語科で養うことが求められるようになったのである。そこで，国語教科書の単元が

「活動単元」化し，インタビュー・発表会等が教科書に登場したこととあいまって，総合

的な学習の時間で必要となる表現力を国語教科書にある活動単元で学習していくという認

識が生まれた。つまり，他教科・領域で求められる「コミュニケーション能力」の基礎を

育てるのが国語科の役割であると位置づけられ，プレゼンテーションのしかたや，新聞の

作り方を国語科で学習するという理解が産まれたのである。 

 

 

３．国語科におけるコミュニケーション教育 

 

このような動向の中，改めて国語科という教科の内容を「言語を媒介としたコミュニケ

ーション」能力の育成という視点からとらえなおすと，次のようになるのではなかろうか。 

 

                                                   
*1 大内善一「書く学習からのアプローチ－双方向型作文学習の創造」「コミュニケーショ

ン能力を高める国語の授業」『実践国語研究』2000 №204 
*2 ５つの言語意識とは，小森茂氏の提唱する「相手意識」「目的意識」「場意識」「方法意

識」「評価意識」を指す。 
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国語科という教科は，学級という社会的共同体の中で，他者との相互作用を通して， 

(1) 語彙を獲得させつつ，言語についての理解を深くし， 

(2) 文章（読み物）を読み，考えを書き表すことを通して世界認識・自己認識を形成，

成長させ， 

(3) 学習生活の中で社会的共同体のコミュニケーション様式（ふるまい）を身につけさ

せていく教科である。 

 

このうち， (1)は，国語科という教科は，対象世界を捉えるための語彙，自分を捉える

ため，自分の感情や考えをつかむための語彙等を獲得させる教科であり，言語や言語運用

について考えたり意識的になることで言語についての理解を深くしていく教科であるとい

う性質を指摘したものである。 

また， (2)は，国語科のねらいとして様々な読み物に触れ，ことばの吟味やことばのや

りとりを通して多様な価値観や考え方に触れ，自己認識・世界認識を形成していく教科で

あるということを指す。 

(3)は，他者と共に社会（当面は学級社会）を築いていく集団の一員として，自分のふ

るまいを，特に言語運用力の面から身につけていく教科であるということを指している。 

このような立場から考えると，「コミュニケーション教育」は，国語科教育に新たに加

わる一領域，ないしは聞く話す領域の再編成というものではなく，上記立場の中の下線を

施した二面に関わってくる問題になると考える。つまり，国語の授業で実際に行われてい

るコミュニケーション行為の中で学ばれていくものと，学習内容として取り出して意識化

して教えていくものの二側面があり，その相互補完作用によってコミュニケーション能力

は培われていくものだと考えられる。 

 

 

４．コミュニケーション行為をどう捉えるか 

 

そもそも，コミュニケーション教育の対象となるコミュニケーション能力はどのように

捉えられるであろうか。このことを考察することは，「コミュニケーション教育」の内容

を明らかにすることに他ならない。そこで，ここでは「コミュニケーション能力」を捉え

るために以下の３つの視点を設定して述べていきたい。 

(1) コミュニケーションの主体 

(2) コミュニケーションの場 

(3) コミュニケーション能力と言語能力との関係 

 

この３つの視点を設定した意図は次のようなものである。 

まず，コミュニケーションの主体（＝児童）を問題にするというのは，コミュニケーシ

ョン主体の発達がコミュニケーション能力の内実やその育成の段階を大きく規定している

と考えたからである。とりわけ自己と他者との関係を構築していく「社会性」の発達の視

点を持ってコミュニケーション能力を捉えていきたい。 

また，コミュニケーション行為を考える場合，それが行われている「場」という要因は

重要である。ここで扱うコミュニケーション活動には，教師という上位者と自分と同等の

位置にある構成員が教室という学習の時間を共有しているという性格を持つ場で行われて
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いるという特性がある。この視点を設定したのは，このような特性がもたらす条件や制約

を社会学的な視点から問題にし，そこから配慮しなければならない点を考察するためであ

る。 

(3)は，国語科は言語の教育を担う領域なので，コミュニケーション教育を考える上で

も，特にコミュニケーション能力を言語能力との関係において捉えておく必要があるため

の視点である。それでは，以下この項目に従って論じていきたい。 

 

(1) コミュニケーション教育の内容を主体の社会性の発達の面から考える *1 

コミュニケーション教育を考察する上で，発達的視点を持つことは重要である。とい 

うのも，コミュニケーション能力の伸長は単なるスキルの集積によってなされるのではな

く，自分を他者との関係のなかでとらえ位置づけながら自分というものを確立する過程で

あり，社会化していく過程と重なるからである。人が社会の中で精神発達を図っていく過 

 

                                                   
*1 ここでの提案を構想する拠り所となっているのは，以下の共同研究で得た知見である。

詳しくはこちらを参照されたい。「国語科教育改善のための言語コミュニケーション能力

の発達に関する実証的・実践的研究」（平成13年度～平成15年度科学研究費補助金基盤研

究（Ｂ）（１）研究成果報告書  平成16年４月 研究代表者 位藤紀美子） 

図１ コミュニケーション能力を捉える心理モデル－対話行為モデル－ 
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程を視野に入れながら，人と人とのコミュニケーションの始まりにおいて何が根本的に重

要なのかを考えてその育成の系統化を考えたい。 

論者は言語を媒介とした対人コミュニケーション行為を図１のようなモデルで捉えてい

る。 

 このモデルを手がかりに，コミュニケーション教育の内容を主体の社会性の発達の面か

ら考察してみたい。 

＜情動の共有体験の重視－低学年および学級の出発点での重点事項－＞ 

 まず，このモデルの右に位置するコミュニケーション行為をスタートする原動力である

コミュニケーションへの意欲について考えたい。近年の子どもの実態として対人関係を自

ら形成しようとする意欲が少ないという指摘もされているが， *1このコミュニケーション

への意欲はいかにして生まれるのか。 

 鹿取（2003）は，コミュニケーションの機能を，情動喚起・情報伝達・行動制御の３つ

から説明している。そしてこのうち，情動的共感を産み出すコミュニケーションの機能を

子どもの発達や障害児の療育を考える上での重要な側面と考え，新生児と母親との間に，

情動の共有（赤ん坊が母親の喜びや悲しみといった情動的な表情の変化に対応して模倣す

る行動を起こすような現象）がおこり，このような現象が，赤ん坊と養育者との間のコミ

ュニケーション関係を確立し維持していくと述べている。 *2 

 翻って，小学校入学時の児童の場合を考えてみても，この情動の共有の重要性は認めら

れるのではないか。全く新しい１年○組という集団に投げ込まれた子どもが，構成員相互

間で情動の共有体験を持つこと，相手と情動的な共感を得て心理的な場を共有すること，

それによって精神的絆を相手（学級の仲間・教師）と結ぶことが必要であると考える。そ

の基盤があるからこそ自分を開いて出せる気持ちが生じ，他者と関わり合おうとする意欲

が生まれると考えられるからである。 

   

＜他者意識の育成－低学年の重点事項－＞ 

 １年生の児童の話し方の特徴として，授業中の発言が自分と先生の関係だけあるような

意識でなされることがあげられる。自分の中で話したい気持ちが生じればその気持ちだけ

にとらわれて先生に向けてことばを発する状態である。このような状態から抜け出すため

には，話すということは自分の言いたいことだけを放出するのではなくて場のルールに則

りながら相手にわかるように話すことなのだという意識を育てることが必要である。その

ためには，二人で協同して何か一つのものを考えたり，作ったりという言語活動を行う学

習学習がよいだろう。また，学級のコミュニケーション文化を創ることを通しても他者意

識を育てることが大切なのではないか。具体的には，約束事として，順番に話す・最後ま

で友達の話を聞く・発言するときは前の人の名前を入れて○○さんはこう言いました，私

はこう思いますという発言スタイルを推奨するなどが考えられよう。 

 他者意識とは，また他者への感応力でもある。コミュニケーション行為には他者への感

応力が必要である。感応力を高めるためには学校生活の様々な場面を通して他人の心を推

し量る体験の積み重ねが必要であろうし，国語科でできることで言えば，いろいろな物語

                                                   
*1 森田勇「子どものコミュニケーション力を高める 授業の発言を促進する工夫」『児童

心理』2003 10 ｐ127 
*2 鹿取廣人『ことばの発達と認知の心理学』東京大学出版会 2003．１ ｐｐ12－16 



小学校国語科におけるコミュニケーション教育の方向 7

に触れて登場人物の心を推し量るような体験を重ねることがそれにあたるだろう。 

 

＜学級社会のやりとりのルールを協同で作る意識の育成－中学年の重点事項－＞ 

 人は他者とのかかわりのプロセスの中で自分というものを意識し，対象化し，自己を形

成していく。例えば自分の欲求と他者の欲求がぶつかったときどうするか。そこで何らか

の折り合いをつける道を探ることは日常のコミュニケーション場面としてもしばしば起こ

りうる場面である。そのような衝突を言葉のやりとりで解決できるようになることは他者

と共に生きる上で大事なことである。これは自分も相手も大事にしながら自己と他者の異

なる欲求や思いを言葉で調節する能力と規定できるが，この能力は言語能力の面から社会

性を育てる上でも根幹となる指導事項であろう。 

 しかし，このようなことができるには，相手の伝える内容を捉え，自分の考えと照らし

合わせ，新たな考えを産み出すという高度な思考活動が精神内で営めなければならない。 

 このような思考活動は，メタ認知力の伸長と精神内で同時に操作できる作業空間の拡大

が必要になるだろう。児童がそのような思考活動を営めるような段階に至ったと判断でき

れば，学級社会のやりとりのルールを友達と作っていくような学習に重点を移していきた

い。具体的な学習のありかたとしては，望ましい言語行為のありかたをことばにして一般

化する学習方式が考えられる。例えば，「友達の意見のよいところを受けとめよう」「話の

流れからそれない発言を心がけよう」等のルールを話し合い学習体験の中から帰納的に言

語化して取り出して意識させ，学級の共通の約束事として取り出していくといった学習で

ある。 

 コミュニケーション能力は対人関係形成能力でもある。したがって，教室のコミュニケ

ーション活動で問題状況が生じた時や必然性がある機会を捉えて，その場で考え合うこと

を重ねて，自分たちで共通ルールを作っていく態度も育てたい。このこともコミュニケー

ション能力を育てる上で重要な学習事項ではなかろうか。 

 また，学習の方法論としてもその方が効果的であるように思われる。あらかじめ用意さ

れたコミュニケーションスキルをトップダウン式に学習する方式は，小学校段階ではまだ

効果が薄いのではなかろうか。なぜなら，取り出されて学んだスキルを他の実際の場面に

過たず効果的に援用するほどの操作性のある思考活動は，多くの児童には困難だろうと考

えられるからである。この仮説については今後論を改めて検証していきたい。 

 

＜個性を生かし合い共同体として成熟していくことを喜びとする心を育てる－高学年の重

点事項－＞ 

 高学年にもなると，自意識も育ち，話し合いの流れをメタ認知できるし，自分の学級社

会における位置も意識するようになる。また，学級の構成員の個性の絡み合いが場のコミ

ュニケーション状況を大きく左右してくる。例えば，ある児童は話し合いに参加したくて

も話せるほどの考えが持てない。別の児童は，思い立ったらそれが今求められている内容

かどうかの吟味もせずに何であろうと発言したくなってしまう。反論がこわくて意見を言

えないでいる児童もいる。発言力のある児童の発言に安易に同意してしまう児童もいる。

このように児童はそれぞれの課題状況を抱えて参加している。しかもそれを自分である程

度自覚できているだけに，いらだったりがっかりしたりして話し合い活動を拒否したい気

持ちも強くなってくる。 

 このような状況においては，一人ひとりの課題に応じた自己実現が図れるよう導くこと
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が肝要なのではないだろうか。一人ひとりの課題状況に応じた努力を促し，成長を認め合

うことをこの期の重点事項と考えたい。話し合いへの参加のしかたは，黙って聞いている，

どんどん発言している等いろいろあるものの，それぞれの個性が発揮される参加のしかた

を認めあっている共同体へ学級を成熟させていくことが大事なのではないだろうか。  

 

(2) コミュニケーションの場 

 次に，コミュニケーション教育の内容を，教室コミュニケーションという場の性質に注

目して考察したい。 

 学校で育てうるコミュニケーション能力は，学習を目的とした教室という場で，教師と

友達（場の構成員）とのやりとりのしかたとして習得されるコミュニケーションスタイル

だという制約（枠）が前提に存在している。このような教室のコミュニケーション状況を

モデル化したのが以下の図である。この図によって， 教室という学級社会でどのような

コミュニケーション相互作用が発現しているのかを考察してみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

Ａは，教師と児童という導き従う者関係のコミュニケーションを示す。Ｂは同等の立場

にある児童者間のコミュニケーションを示す。 

 またこれらコミュニケーションは，＜学校・教室・学習が目的である状況＞という文化

的コンテクストを背後に持ったものである。ここでまず考えたいのは，コミュニケーショ

ン教育は教室・学習コミュニケーションという文化的コンテクスト（コミュニケーション

が行われている枠組み） *1の中でなされるという点である。この文化的コンテクストがど

のような質のものとしてコーディネートされ，作り上げていくかは教師と児童との学習生

活の中で具現化されていくものである。 

 例えば教師の強い働きかけは，統制されたコミュニケーション状況を生み出し，児童は

そこから逸脱することを暗黙の内に拒否されるためにその枠に合わせたふるまいをコミュ

ニケーションスタイルとして獲得するかもしれない。Ａのコミュニケーションのあり方が

                                                   
*1 Cultural Context。Fisher（1979）が提示したコミュニケーションモデル中に措定され

た概念。末田清子・福田浩子『コミュニケーション学』 松柏社 2003 ｐ47 
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Ｂのコミュニケーションのあり方に作用を及ぼすことは見逃してはならない点である。 

 しかし，コミュニケーション力を，人間関係を作り上げる自助力と考える場合，問題状

況を自分たちで良い方向に変えていこうとする自立精神を児童に保障することが大切とな

る。であれば，精神性の自由が保障されているという文化的コンテクストの中で学習は進

められるべきであろう。 

 そのような学習の場合，図中Ａで示される教師の指導性はどうあるべきなのか。教師の

統制力の強さと児童の精神性の自由度との関係をどう考えればよいのだろうか。 

 これは，児童の社会性の発達状況によって異なるだろう。学校社会に初めて参加する低

学年の時期では，社会的コミュニケーションのルールを身につけさせることが必要である。

そのため，低学年では教師主導の一斉学習で模範を示し，ルールを共有化し，肌身につい

たふるまいとしてコミュニケーションルールを獲得させることに比重がかかるだろう。中

学年に至ればお互いの考えの自由な出し合いとその衝突の体験を通して，与えられたもの

ではない新たなコミュニケーションルールを発見し，それを蓄積させていくことを促すた

め，自分を安心して出して自由に語りあえ，考えあえる学級風土をづくりを下から支える

ような指導性が求められよう。高学年では，それに加えて皆が自分を出し合えて心地よく

生きる学級社会を構築するためには自分はどう振る舞えばよいのかという，もう一つ高い

視野からコミュニケーション行為を選択することを促すような，教師の高みからの導きが

加わっていかなければならないだろう。 

 コミュニケーション教育においては，実際の場で教師－児童，児童間で現実に営まれて

いるコミュニケーションの質自体が問われてくる。そこでの普段のあり方，教師の指導性

の質，児童相互の関係性のありようが問われてくるのである。 

 ともあれ，コミュニケーション場面で問題の起こった場合や，学習する上で課題を解決

する場面で，何が原因だったのか，どうすれば良いのかを皆で追究することで，共同体と

してのルールや方策をいっしょに作っていくということが学習のあり方として基本となっ

ていることがコミュニケーション教育の根幹になくてはならないだろう。 

  青年期まで考えれば，やがてコミュニケーションへの失望という経験が多くの若者に

訪れことが考えられる。所詮人間は分かり合えないといったコミュニケーション観に到達

する者もいるかもしれない。このような失望感に遭遇した時，それを乗り越えて何らかの

自分なりの対応を見いだす力の源を養うためには，共に考えて乗り越えようとする，コミ

ュニケーション能力の根幹に関わる部分が小学校段階で身に付いた態度として培われてい

ることが大切なのではないだろうか。 

 教室コミュニケーションという場自体を成熟させていくことを念頭に置き，教師の指導

性を発達段階に応じて発揮していくことで，コミュニケーション教育は進められるべきで

あろう。 

 

 

(3) コミュニケーション能力を言語能力との関係でどう規定するか 

 近年，国語科が教育の対象とする「言語」のとらえ方が，状況と共に意味（メッセー

ジ）が産まれるといった立場に立ち，談話レベルでの認知作用を究明するものにシフトを

移している。認知言語学等の知見から得られる，状況認知と言語意味理解とを関わらせる

論究により，言語能力の捉え方が状況判断と主体の内部装置との連動システムで考えられ

るようになったのである。これまで国語科教育の内容として長く不動の位置にあった，言
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語能力を「聞く・話す・読む・書く」という言語活動によって規定していく発想はこれら

の言語研究の進展によってどう改変していくべきなのか。 

 言語能力を「聞く・話す・読む・書く」という言語活動によって捉えることは，共通理

解を得やすい考えかたであるが，それぞれの能力を要素分割して究明し，その要素を指導

していけばトータルとしてコミュニケーション能力が育つかというと，例えば状況を読ん

でどうふるまうか判断するというような主体の選択力に手が届かない観がある。 *1 

 そもそも，言語能力はコミュニケーション能力の一部を担うものでしかない。人間のコ

ミュニケーション行動は，コミュニケーションへの意欲を土台にして働き始めるが，それ

は (1)認知的・内面的精神活動と， (2)外面的・行為的なコミュニケーション行動， (3)そし

て中核にあってそれらを統覚する中心的規準となる信念のようなものがトータルに作用し

て選択されていくものであろう。 

 言語能力はこのうち， (1)の状況の認知において働く能力であり，内面的な思考活動を

支える能力でもあり，また，直接的には (2)の外面的な表現行為において発揮される能力

として働いてもいる。しかもこれらの能力はつながったシステムとして働く機構なので，

これらの能力を要素に分割して取り出して指導することは困難なのではなかろうか。 

 したがって，コミュニケーション能力を言語能力との関係で規定するならば，コミュニ

ケーション行為時に各局面で働く一連の言語諸能力が結合された，目に見える言語行為

（ふるまい）としてあらわれたものと規定することが，より実際を反映したした生産的な

とらえ方だと考える。 

 このような考えに立てば，コミュニケーション能力を，話す能力・聞く能力・話す聞く

双方向的なやりとりとしての能力の３つに分けて捉えていくこととあわせて，状況（目的

や相手や場）に応じた言語行為（ふるまい）として指導内容を規定していくことが求めら

れるのではなかろうか。 

 コミュニケーション能力を言語能力との関係から言い表すならば，人間関係を形成し，

社会を作っていくために場にふさわしい言語行為を遂行する能力である。それは他者と積

極的に関わり合い良い方向に協同で進めていこうという態度で言語行為を選択していく能

力とも言いかえられよう。そのような信念（中心的規準）を児童に根付かせることまず第

一義としながら，よりよいコミュニケーション行為（ふるまい）を営める能力を育ててい

くことが国語科におけるコミュニケーション教育なのである。 

 

 

５．コミュニケーション教育の方法原理 

 

 ４で述べた立場によってコミュニケーション能力を育てる学習を構想するならば，どの

ようなものになるだろうか。一案として次の①から⑥のような活動によって進められる学

習を提示したい。 

 

 ①  情動の共有体験の積み重ね   

                                                   
*1 この点に関して，塚田康彦（1984）は，コミュニケーション能力を談話レベルでの言 

語能力と位置づけていることが，村松賢一（全国大学国語教育学会編「国語科教育学研究 

の成果と展望」明治図書  2002 ｐ489）によって指摘されている。 
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 ②  感情や思いを言語化していく学習の積み重ね 

 ③  状況判断を図りながら相手の発言の意味をくみ取る学習の積み重ね 

 ④  協同的コミュニケーションはいかにして実現できるのかを体験を振り返りながら引   

き出していく学習の積み重ね  

 ⑤  協同的コミュニケーション状況を具体的な言語行為にしてあらわす学習の積み重ね 

具体的言語行為例 

   自分の考えを積極的に出すことができる。 

   他者の意見に対して反応することができる（賛成なら賛成と言える）。 

   皆が話し合いに参加できるよう黙っている者に声をかけることができる。 

   話し合いからおりた参加者を引き戻すことばかけができる。 

   意見の対立点を客観的に位置づけていくことができる。 

 ⑥  ④⑤の往復学習によって，学んだ言語行為を活用しながら学級で合意を形成したり，

考えを深めたりする学習の積み重ね 

 

 これらの学習は，読むことを中心とした学習，書くことを中心とした学習等において具

体的な立ち現れ方は様々であろう。このような活動をいろいろな学習場面で意識して織り

込むことが，学級のコミュニケーション文化の成熟をはかりつつ児童のコミュニケーショ

ン能力を育てていることにつながると考える。 

 教師がこの自覚に立って日々の国語科学習指導を行うことで，国語科教育は地に足のつ

いた実効性のあるコミュニケーション教育の場となるのではないだろうか。 

 

 

６．おわりに 

 

 国語科におけるコミュニケーション教育は，例えば論理的表現力の育成を目指したコミ

ュニケーションスキルの指導などに特化して考えるのではなく，その根本を社会を協同で

構築する能力の育成を念頭においたものとして行われるべきであることを述べてきた。具

体的に言うならば，場に応じたよりよい人間関係をお互い協力しあいながら形成していく

能力の育成である。それを当面の彼らの社会である学級社会という場において実現するた

めの言語行為（ふるまい）の獲得がコミュニケーション教育の根幹にあると主張した点に

本論のねらいがある。コミュニケーションスキルを取り立てた学習－例えばスピーチの指

導など－は，その根幹の育成の上に立った取りたて学習として位置づけてこそ，何を目指

したコミュニケーションスキルの指導なのかという足場がはっきりした指導となるだろう。 

 本論は，これからの社会に求められる国語科教育の目標や内容を再構築する手がかりと

してコミュニケーション教育の視点を導入し，考察したものである。今後はこの立場に立

った実践を開発しつつその反省を踏まえて理論の手直しをはかりながら考察を進めていき

たい。 

 

注：本論文は，第106回全国大学国語教育学会（2004年５月29日 千葉大学）で行われた

シンポジウム「コミュニケーション教育の探究」における発表に加筆修正をしたものであ

る。 

 


